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A study of determinant factors in the execution of counter-aggressive behavior 
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The purpose of this study is to examine the determinent factors in the execution of counter-

aggressive behavior. The subjects were 36 elementary school children (16 boys and 20 girls). 

Major findings are as follows: (1) Outcome expectancy and outcome value have influence the ex-

ecution of counter-aggressive behavior. Moreover, the execution of counter-aggressive behavior 

was more closely connected with internal expectancy than to external expectancy. (2) In the 

aggressive characteristics of children, aggressive children than non-aggressive children were 

more affected by the importance of counter-aggressive behavior, and tried to execute counter-

aggressive behavior. 
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児童に各項目を評定させる形態で行われた．

　刺激文は挑発場面において攻撃対応行動を喚起さ

せる架空のエピソードの形で4種類が作成された．

刺激文の内容には，挑発者の意図（敵対白勺意図と友

好的意図），挑発の結果（被害の大小）が組み合わせ

られた．次に示したのは，刺激文の一つ（敵対的意

図で被害が大きい）の例である．

　あなたが他の友だちと遊んでいるときに，Aくん

　（さん）がわざと投げたボールがあなたの顔にあ

　たって，鼻血が出てしまいました．あなたは，仕

　返ししてやろうと思いました．

各刺激文には，被験者が仕返しを実行するどうかを

問う1項目，その答えに関する理由を問う3項目，

仕返し自体の「意味」，「大切さ」，「必要性」を問う

3項目の合計7項目が提示された．

結呆と考察

　各条件ごとの頻度を表ユに示した．この表から見

るように，意図が敵対的で被害の結果が大きければ

仕返しを実行すると答えた被験者が86％である．被

害が小さくても意図が敵対的であれば36％の被験者

が仕返しを実行すると答えた．・反面，意図が友好的

であれば被害の大小に関係なく80％以上の被験者は

仕返しはしないと答えた．それに関連して，敵対的

Tab1e1各条件ごとの頻度

仕返し　　AL　　　AS　　　PL　　　　PS

する　　6（16．7）　1（2．8）

（場合）25（69．4）　12（33．3）　4（11．1）　8（22．2）

しない　　5（13．9）　23（63，9）　32（88．9）　28（79．8）

第ユ6号

意図で被害が大きい場合に58％の被験者が，被害が

小さい場合でも28％の被験者が仕返しの重要性を認

識して仕返しをしようとしていた．しかし，意図が

友好的な場合には被害の大小に関係なく83％以上の

被験者が仕返しの重要性に意味を与えなかった．こ

のような結果から，児童が挑発状況の中で攻撃対応

行動を行う時には被害の大きさよりも挑発者の意図

に左右して実行するだろうということが分かる．ま

た，攻撃対応行動の実行にあたってはその結果の重

要性を十分認識している．すなわち，攻撃対応行動

自体を重要であると認識する場合には実行の方向に

向いて，仕返しをするだろうが，重要ではないと認

識する場合には仕返しをしない．このことは，仕返

しの実行とその結果の重要性の分布を，二次元のク

ロス集計した分析結果にも明らかになっている（表
1の下段）．

　その攻撃対応行動の実行に影響する結果予期の項

目別の頻度が表2に示されている．まず，仕返しを

すると答えた被験者のその理由は，①仕返しするべ

きだから（2），②腹が立つから（5），③友だちから

バカにされるから（O），④人気者になれるから（0）

であった。つぎに，場合によってすると答えた人は，

①自分のきげんが悪いときにはする（6），②がまん

できないときにはする（31），③逆に仕返しされる心

配がないときにはする（5），④後の友だち関係が悪

くならないときにはする（7）の結果であった．この

結果からみると，仕返しの実行においてはその結果

の外面的より、は内面的な予期に重点がおかれている

といえよう．反面，仕返しをしないと答えた人は，

①仕返しするべきではないから（55），②やったら自

分の気持ちが悪くなるから（24），③友だちからきら

Tab1e2仕返しの実行の結果に関連する要因
重要性　　AL　　　AS　　　　PL　　　　PS

2（5．6）

ユ9（52．8）10（27．8）4（11．1）6（16，7）

14（38．9）19（52，8）ユ3（36．1）13（36．1）

1（2．8）　7（19．4）19（52．8）17（47．2）

仕返し

γ2イ直　　　20．56．｝　　8．16‡　　　8．74’　　　12．26杣

結　果　予　期　　　　　　頻度

す

る

仕返しするべきだから

腹が立つから

友だちからバカにされるから

人気者になれるから

“p〈．05　｝pく．01

1）内の数字は％，（場合）は場合によってすることを
　示す。

2）各条件の名称及び重要性の強度は以下の通りであ
　る。

　AL一敵対的意図で被害が大きい
　AS一敵対的意図で被害は小さい
　PL一友好的意図で被害が大きい
　PS一友好的意図で被害が小さい
　1（非常に重要である）から4（全く重要ではない）

　まで

　　自分のきげんが悪いときにはする

　　がまんできないときにはする
場
　　逆に仕返しされる心配がないときに

　　　はする
合
　　後の友だち関係が悪くならないとき

　　　にはする

6
31

5

　　仕返しするべきではないから
し
　　やったら自分の気持ちが悪くなるから
な
　　友だちからきらわれるから
い
　　先生から怒られるから

55

24

10

0
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